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愛知教育大学保健管理センター開設から30年の“あゆみ"

渡辺 久雄1)

この小論は,名古屋大学精神医学教室開講100

周年記念誌で,愛知教育大学保健管理センター

として執筆したものである。ここで,これを報

告するのは,過去を知ることは将来の発展に資

すると思うからである。

本センターの淵源を回顧するとき, 1970 (昭

和45)年頃,学生の健康問題として,これから

はメンタル面が重要になると指摘された故大西

積守初代所長の慧眼にあらためて感服している。

*

*

学生の保健管理を行う厚生補導のための施設

として,京大宮田尚之教授などが文部省に強く

働きかけた結果,保健管理センターは1966 (昭

和41)年に東京大学,京都大学,長崎大学,島

根大学に設置され,漸次国立大学に設置される

ようになった。当時名大数育学部長であった丸

井文男教授から,愛教大にも出来ることになっ

たが,精神科医を助教授として求めているが応

暮しないかと言われた。当時は古美術の仕事を

主にしようかと考えていたが,面白そうな仕事

に思えたので, 1971 (昭和46)年6月に赴任し

た。

まず,先輩校でどのような仕事がなされてい

るか知る必要があり,名大丸井文男教授,京大

保健管理センター笠原嘉助教授,東大保健セン

ター石川清講師をそれぞれ訪ね,親切に教えて

もらった。

1。スクリーニング・テストの実施

東大保健センターでは1962 (昭和37)年から,

新入生全員に対して,精神科医による二段面接

法という方式でスクリーニングを行っているが,

大部分の大学では人的要因等のため実施困難で

ある。しかし,学生の心身の障害を早期に発見

し,早く回復させていくことはまずすべきこと

であり,そのためのスクリーニング・テストの

必要性を学長を委員長とする保健委員会で了解

してもらい,全教官会議である教授会で承認さ

れ, 1972 (昭和47)年4月から新入生に実施し

た。

健康の記録と名付け,これは被検者の心身の

健康を保持増進し,心身の障害を予防するよう

に援助する時の資料で,ほかに洩れることはな

いことを明記した。統合失調症,鬱病,腎臓病

をA群,心臓病,肺結核,てんかん,重症神経症,

来談希望者をB群として選びだし,対応していっ

た。紙幅の都合で詳細な内容は省略。

2。精神保健の講義と教科書の作成

まずカを入れたのは,メンタルヘルスについ

ての教育であった。顕著な治療的変化が生起し

治癒した神経症の治癒像から,精神健康を仮説

概念ではなく実体概念としてとらえることがで

き心強かった。受講生が増加するにつれて,具

体的な症例から教えられる,生きた知識を与え

ていく,従来ない教科書の作成の必要を感じた。

「大学生のためのメンタルヘルスI」1)および

「大学生のためのメンタルヘルスⅡ」2)を医歯薬

出版から上梓し,現在Iは12刷,Ⅱは10刷とな

った。受講生はついに300人収容の大講義室に入

りきれないほどになった。

国立大学保健管理センター所長会議で,学生

の健康教育のための教科書が必要ということに

なり,身体健康と精神健康に大別し,関心を持

って理解できるものを作成しようということに

なり精神健康の責任者を務め,「学生と健康」3)

が南江堂から出版された。

3。入学式当日でのガイダンス

学生が卒業直前或いは教師になってまもなく

計2,3人ずつ自殺するという衝撃的な出来事

が2年続いた。そこで学生の自殺防止が緊急の

課題となり,学長を委員長とする保健委員会で

討議し,入学式の儀式が終了してすぐに,セン

ター所長が30分ばかり講演することを, 1984

(昭和59)年から始めた。自殺防止をはじめ,大

学生活を送るうえで健康上留意すべきことを新
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人生全員に話した。このことと,スクリーニン

グ・テストを活用することで,驚くほど自殺防

止が可能となった。これについて,「青年の精神

病理3」弘文堂のなかで報告した4)。

なお,国立大学保健管理センター所長会議の

副会長としての渡辺は会長代理として,国立大

学学生部長会議で,入学式の儀式直後に保健管

理センターガイダンスの必要性を訴え,それを

実行する大学が増加した。

4。スタッフについて

初代所長は肺結核の専門家であり,学校保健

のパイオニアの1人であった大西積守教授が2

期6年務めた後,渡辺が8期24年定年まで所長

をした。赴任後,臨床心理の講師を公募した。

当時京大保健管理センター笠原嘉助教授のもと

で院生として学んでいたが,精神経誌に論文を

発表した塚本嘉寿さんを数名の応募者の中から

採用したが,大学教官である奥さんの都合で関

東へしばらくして移った。その後任は10数人の

中から名大教育学部大学院を修了した細野純子

さんであった。明朗な彼女は学生の面倒をよく

みてくれたが,ある組織から誘われ,衆議院選

挙に出馬するという信じがたい行動に出た。そ

の後任は小川豊昭さんであったが,採用時の教

授会では何故女性ではないのか,何故精神科医

をとるのかと大混乱になった。小川さんの後任

は藤田定さんである。 30年間で4人の教官に補

佐してもらったが,その時点でベストの人を選

ぶことができたと嬉しく思っている。この他の

スタッフは常勤でナース2名,事務官2名,非

常勤医師5名,X線技師1名である。

5。学内での保健管理センターの位置づけ

当時,毎年職員録が刊行されており,学長,

名誉教授,事務局,学生部,図書館,教育学部

第一部,第二部,第三部,附属教育研究施設,

附属学校部,附属学校の順序で,そこに所属す

る教職員の役職,住所氏名が明記されていた。

保健管理センターは附属教育研究施設の各セン

ターの最後に記載されていた。そこで,我々の

センターは学長直属の施設であるので,この記

載は実体を反映していないと事務局長に直接伝

えたら,気持ちよく了解してもらい,次の年か

ら図書館の前に記載されるようになった。

6。全国大学メンタルヘルス研究会

臨床心理の人たちが文部省の理解のもとに学

生相談研究会議を発足させていたので,岡庭初

代代表が中心となって文部省に働きかけ,保健

管理センターの精神科医,臨床心理士を中心に

大学精神衛生研究会が1980 (昭和55)年に発足

した。その後上記のように名称変更したが,一

般演題,各研究グループ報告,症例研究,シン

ポジウム,教育講演,特別講演など年1回開催

している。 3代目の代表となった渡辺は12年間

務めた。会員が大学のメンタルヘルスをマクロ

的にとらえるとともに,ミクロ的には学生や教

職員に対して適切な精神心理的援助,治療がで

きる力量をつけてほしいと願った。また毎年の

全国研究会を主宰する運営委員を5年先まで決

めてきた。

サリン事件の時,オウムの幹部が有名大学卒

業生,大学院修了者であったことは文部省に衝

撃を与え,学生課から相談をうけた。文部省が

要求したメンタルヘルス予算を当時の大蔵省が

1割しか認めなかったので,全国各地区でメン

タルヘルス研究協議会を開催することとなった。

7。国立大学保健管理センター所長会議

センター間の情報を交換し,当面の問題に対

応するために所長会議が発足し,渡辺は代理出

席1回を含めて25回連続出席した。当初会議の

有カメンバーは,ほとんど肺結核の専門家であ

った。途中から国立大学等保健管理施設協議会

総会と名称変更した。文部省が学生の健康問題

の重要性についての認識を深めていってもらう

ようにするのが最大の課題であった。渡辺は理

事となり,定年まで7.5年副会長を務めたが,会

長を強く補佐し,全国の所長諸氏がやり甲斐の

ある職務であると思って仕事をしてもらいたい

気持ちは強かった。最後の総会でまとめを依頼

され,学生の健康という生き方の問題に直接携

わっている重要な職務についているというプラ

イドを持って,今後はヘルスプロモーションと

いうポリシーを持ってやってほしいと要望した。

2006 (平成18)年4月から環境保全業務が加

わり,保健環境センターと改組されたが,精神

保健を重視する精神科医として岡田暁宜さんが

頑張っている。
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